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研 究

肺がん患者における術中⿇酔薬の違いによる免疫抑制メカニ
ズムの機序

⽇本における肺がん⼿術患者数は増加し、⼿術患者の⾼齢化
が進んでいる。胸腔鏡技術などの発達により、肺がん⼿術の
低侵襲化は進んでいるが、他の⼿術に⽐して侵襲が⾼いと⾔
えます。
また、⿇酔薬は⼀般的に免疫抑制を引き起こすといわれてい
ます。⼿術前後の免疫抑制は術後の合併症や癌の再発の増加
につながる可能性があると考えられます。
そこで我々は「術中⿇酔薬の違いによる免疫抑制メカニズム
の機序の解明」に取り組んでいます。現在臨床で主に使⽤さ
れている静脈⿇酔薬プロポフォール、吸⼊⿇酔薬セボフルラ
ン、デスフルランについて解析を⾏っているが、2020年に新
規採⽤されたレミマゾラム（超短時間作⽤性ベンゾジアゼピ
ン・本邦先⾏発売）についても解析を⾏う予定です。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1.肺がん患者における術中⿇酔薬による免疫抑制メカニズムの
機序解明①プロポフォールと吸⼊⿇酔の⽐較。②新規静脈⿇酔
薬レミマゾラムを加えた検討

 2. 静脈⿇酔薬がもたらす抗炎症効果の分⼦機構の解明
 3.⽔素ガスと吸⼊⿇酔薬の併⽤が虚⾎時の神経細胞やグリアへ

与える影響のメカニズム解明
担当教授 ⻄村 欣也
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Department of Anesthesiology
and Pain medicine

Research

Immunosuppressive mechanisms of different 
intraoperative anesthetics in lung cancer patients
The number of patients undergoing lung cancer surgery in Japan 
has risen in recent years, and the number of elderly people 
undergoing this surgery are also increasing. Although the 
development of techniques such as thoracoscopy has led to lung 
cancer surgery being less invasive, it remains a highly invasive 
procedure compared with other types of surgery. Anesthetics are 
generally believed to have an immunosuppressive effect. 
Preoperative and postoperative immunosuppression may lead to 
postoperative complications and increase cancer recurrence.
We have therefore begun investigating the immunosuppressive 
mechanisms of different intraoperative anesthetics. We have been 
analyzing the major anesthetics currently in clinical use (the 
intravenous anesthetic propofol and the inhaled anesthetics 
sevoflurane and desflurane), and in 2020 we will also begin an 
investigation of remimazolam, an ultra-short-acting 
benzodiazepine that has been approved for use in Japan ahead of 
in other countries.

Main Research Subjects

Research Highlights

 1. Analysis of the immunosuppressive mechanisms of action of intraoperative anesthetics in lung 
cancer patients: (a) Comparison between propofol and inhaled anesthetics; (b) additional study of 
the novel intravenous anesthetic remimazolam.

 2. Analysis of the molecular mechanisms underlying the anti-inflammatory effects of intravenous 
anesthetics.

 3. Analysis of the mechanisms underlying the effects of combining hydrogen gas with inhaled 
anesthetics on neurons and glia under ischemic conditions.

Aspects 
covered 
by our 
research

Aging/Cancer

Surgical invasion
anesthesia

Immunosuppression

Analysis of mechanism

Screening for new treatment 
drug targets
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研 究

疫学研究︓
本邦での疼痛に関する疫学研究は、運動器疼痛の疫学研究が多いですが、われわれは、神経障害性疼痛や⼥性
の痛みなど他分野からのアプローチを⾏ってきました。現在は中枢感作も含めて慢性疼痛の関連因⼦を解明す
る研究を施⾏中です。
臨床研究︓
当講座の臨床部⾨であるペインクリニックには、多くの神経障害性疼痛の患者を治療しており、疼痛医療のア
ンメットニーズに応えるためにも、３­DVRなど⾮薬物療法も含めた新たな治療法の試みや、治療反応性の分
析などを⾏っています。遷延性術後痛では、多施設共同研究を施⾏し、今後はその予防につながる研究を予定
しています。
基礎研究・トランスレーショナルリサーチ:
グリア細胞シグナル伝達における鎮痛薬、鎮静薬、運動の影響を解析することにより、慢性疼痛の発⽣機序解
明および新規治療法開発を⽬指しています。
また、客員教授の指導のもとに、星薬科⼤学、国⽴がんセンタ- 慈恵医科⼤学と連携してトランスレーショナ
ルリサーチを⾏ってきました。今後も臨床につながるような研究を⽬指しています。

主な研究テーマ

主な研究内容
スタッフ

１．疫学研究︓慢性疼痛疾患に対する現状や関連因⼦の検証
２．臨床研究︓①神経障害性疼痛に対する治療反応性の検討 ②多⾯的評価か

らの疼痛疾患の特性の解明 ③遷延性術後痛のリスク因⼦の探索
３. 基礎研究/トランスレーショナルリサーチ︓①グリア細胞シゲナル伝達に

おける鎮痛薬の影響 ②運動誘発性鎮痛の機序に対する分⼦⽣物的解明
③神経障害性疼痛と後天性遺伝⼦修飾との関連性 ④遷延性術後痛の発⽣
機序の解明 ⑤オピオイド鎮痛薬の薬理学的特性の探索

c
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1. Epidemiological study:
While many epidemiological studies have been conducted in Japan on musculoskeletal pains, our department 
has targeted neuropathic pains as well as pains specific to women. Our current focus is the elucidation of factors 
including the CNS sensitization that are related to chronic pains.

2. Clinical study:
Our pain clinic serves as the clinical arm of our department treating a large number of neuropathic pain patients. 
Evaluation of novel treatment methods including non‐pharmacological therapies such as 3‐DVR and analysis of 
treatment responsiveness are some of our efforts to meet the unmet need in pain treatment. We have also 
conducted a multicenter joint research for the chronic postsurgical pains, with the results from which we expect 
to gain further insights into preventive measures to them.

3. Basic/translational research:
We aim to elucidate the mechanism of and to develop novel therapeutic methods for chronic pains by analyzing 
the effects of analgesics, sedatives and exercise in the glia cell signal transmission. We also have conducted 
translational research activities in conjunction with Hoshi University, National Cancer Center Japan and Jikei
University School of Medicine with the guidance from visiting professors. Our focus is to benefit the clinical 
practice with the results of research activities.

1. Epidemiological study: Current status and related factors of chronic pains

2. Clinical study: (1) Treatment responsiveness for neuropathic pain, (2) Multifaceted evaluation of pain syndromes 
to define their characteristics and (3) Risk factors to chronic postsurgical pains

3. Basic/translational research: (1) Effects of analgesics to the glia cell signal transmission, (2) Molecular biological 
clarification of the mechanism of exercise‐induced hypoanalgesia, (3) Relationship between the neuropathic pain 
and epigenetic modification, (4) Mechanism of chronic postsurgical pains and (5) Pharmacological characteristics 
of opioid analgesics

Professor
Masako ISEKI

Professor
Keisuke YAMAGUCHI
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⼀例. ⽇本ペインクリニック学会第54回学術集会、2020年11⽉16⽇〜29⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 55 千葉 聡⼦, 井関 雅⼦, 河合 愛⼦, 濱岡 早枝⼦, ⾨脇 史宣︓シンポジウム︓がん疼痛とインターベンション治療〜絶滅しないために〜　がんに直接起因する痛みと神経ブロック︓　神経破壊薬以外の
神経ブロック. ⽇本ペインクリニック学会第54回学術集会, ⻑野(Web), 2020年11⽉16⽇〜29⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 56 濱岡 早枝⼦, 千葉 聡⼦, 河合 愛⼦, 井関 雅⼦:腎集合管癌の腸腰筋浸潤に伴う疼痛に対して持続硬膜外鎮痛が有効であった⼀例. ⽇本ペインクリニック学会第54回学術集会, ⻑野(Web)、
2020年11⽉16⽇〜29⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 57 ⾓倉弘⾏, 【シンポジウム︓周産期モニタリングと⿇酔】凝固機能モニタリングの新たな展開、第31回⽇本臨床モニター学会、東京、2020年11⽉21⽇

国内学会発表 58 ⽔野 樹．⼿術部における全⼿術患者の状況を⽰すガントチャートのステータスモニタおよびPC画⾯上への表⽰．第31回⽇本臨床モニター学会総会、2020、11、21(2020、11、21-22）オンライン
閲覧期間201210-210310

国内学会発表 59 ⽔野 樹．頭蓋内腫瘍摘出術の延⻑症例の検出:正規分布と箱ひげ図．⽇本蘇⽣学会第39回⼤会、2020、11、21(2020、11、21-22）、現地+Web(ライブ)のハイブリッド開催

国内学会発表 60 村上 安壽⼦, 井関 雅⼦:⼼理⼠が⾏えるリハビリノートを活⽤した慢性痛患者に対する運動療法的な関わり. 第１３回⽇本運動器疼痛学会.2020年11⽉28⽇〜12⽉25⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 61 ⽥邉豊、細川豊史、痛み関連学会連合の連携〜⽇本慢性疼痛学会(JSSCP）の現状と役割〜. 第42回⽇本疼痛学会特別企画シンポジウム　LIVE配信、2020年12⽉5⽇

国内学会発表 62 ⽥邉豊、三原⿇実、森美由紀、⾅井千恵、花澤喜三郎︓コロナ禍において初診時に気管挿管された肺・がん性リンパ管症. 第42回⽇本疼痛学会　Web開催、202012⽉14⽇〜31⽇

国内学会発表 63 ⿊⽥ 唯, 野中 美希, ⼩松 茜, 上園 瑛⼦, 溝渕 有助, 上園 保仁, ⼭⼝ 敬介, 井関 雅⼦:エンドセリンA受容体を介した疼痛メカニズムの解明とその拮抗薬の新規鎮痛薬としての開発の可能性の
検討.　第42回⽇本疼痛学会.２０２０年12⽉4⽇（ライブ配信）. 2020年12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）



国内学会発表 64 ⽊村 嘉之 ⼭⼝ 重樹, 鈴⽊ 孝浩, 加藤 実, 千葉 聡⼦, 井関 雅⼦, 平川 奈緒美, ⼭⼝ 敬介, ⽥邉 豊, ⾼綱 ⼤⼠, 劔吉 佑介, 塩境 ⼀仁, 酒井 美良︓末梢性神経障害性疼痛治療におけ
るプレガバリンからミロガバリンへの変更　MIROP study．第42回⽇本疼痛学会.　2020年12⽉5⽇LIVE配信，2020年12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 65 ⽜⽥ 享宏, ⽮吹 省司, 井関 雅⼦, ⼤⿃ 精司疼痛領域各学会の現状・めざす⽅向性と⽇本痛み関連学会連合の連携から⽣まれるもの・期待できるもの　⽇本運動器疼痛学会の果たすべき役割と
今後の⽅向性（シンポジウム）. 2020年12⽉5⽇（ライブ配信）. 第42回⽇本疼痛学会.2020年12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 66 ⼭⼝ 政広, 宮野 加奈⼦, 根本 徹, 原⽥ 幸昌, 今出 慧海, 野村 俊宗, 唐澤 佑輔, ⼤島 佳織, 上園 瑛⼦, ⼩松 茜, 平⼭ 重⼈, 藤井 秀明, 上園 保仁, ⼭⼝ 敬介, 井関 雅⼦:κ受容体アゴ
ニスト、ナルフラフィン新規誘導体のκ受容体活性評価　副作⽤の少ない新規鎮痛薬の開発を⽬指して. 第42回⽇本疼痛学会.2020年12⽉14⽇-31⽇オンデマンド配信）

国内学会発表 67 唐澤 佑輔, 宮野 加奈⼦, ⼭内 梨瑳, ⽔⼝ 貴章, 上園 瑛⼦, ⼩松 茜, ⿊⽥ 唯, ⼤島 佳織, 野中 美希, ⼭⼝ 政広, 藤井 秀明, 上園 保仁, ⼭⼝ 敬介, 井関 雅⼦︓ホウレン草由来ペプチド
ルビスコリンのオピオイド受容体活性評価　副作⽤の少ない新規鎮痛薬の開発を⽬指して. 第42回⽇本疼痛学会.2020年12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 68 ⼭⼝ 敬介, ⻫藤 貴幸, 飯⽥ 史絵, ⽯橋 千佳, ⽥中 英⽂, 前⽥ 剛, 圓⾕ 直⼦, 井関 雅⼦遷延性術後痛の臨床:現状とこれから　APSからTransitional Pain Service(TPS)に繋げる時代へ
(シンポジウム), 第42回⽇本疼痛学会．2020年12⽉5⽇LIVE配信，2020年12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 69 濱岡 早枝⼦, 河合 愛⼦, 千葉 聡⼦, 鈴⽊ 博⼦, ⽊下 将孝, 井関 雅⼦︓仙⾻神経鞘腫による慢性神経障害性疼痛の緩和に3D-VR治療が有効であった⼀例．第42回⽇本疼痛学会.2020
年12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 70 濱⽥ 祐輔, 佐藤 ⼤介, ⽥中 謙⼀, ⼭邊 慶幸, 近藤 貴茂, 成⽥ 道⼦, 勝⽥ 陽介, 井関 雅⼦, 落⾕ 孝広, 葛巻 直⼦, 成⽥ 年︓遷延性術後疼痛により活性化される中枢神経細胞の特性解
析．第42回⽇本疼痛学会,2020年12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 71 河合愛⼦, ⼭⽥恵⼦, 千葉聡⼦, 濱岡早枝⼦, 若泉謙太, ⼭⼝敬介, 井関雅⼦, 複数尺度を変換した合成尺度を使⽤した疼痛患者の治療反応性予測, 第42回⽇本疼痛学会, 東京，2020年
12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）

国内学会発表 72 ⽯橋 千佳, 飯⽥ 史絵, 前⽥ 剛, 齋藤 貴幸, ⽥中 英⽂, 中村 かんな, 秋⼭ 絢⼦, 今井 美奈, 萬代 秀樹, ⾼倉 朋和, ⼭⼝ 敬介 胸髄損傷後慢性疼痛に対し、脊髄刺激療法を導⼊した1例
第42回⽇本疼痛学会 WEB 2020.12.4~31

国内学会発表 73 ⼭⼝ 敬介, ⻫藤 貴幸, 飯⽥ 史絵, ⽯橋 千佳, ⽥中 英⽂, 前⽥ 剛, 圓⾕ 直⼦, 井関 雅⼦ 遷延性術後痛の臨床:現状とこれから　APSからTransitional Pain Service(TPS)に繋げる時代へ
第42回⽇本疼痛学会 WEB 2020.12.4~31

国内学会発表 74 井関雅⼦︓シンポジウム︓慢性疼痛チーム医療の実践に向けて〜　順天堂⼤学病院本院の慢性疼痛診療の現状と展望.第49回⽇本慢性疼痛学会.東京2020年12⽉11⽇.

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国



特別講演・
招待講演 1 井関雅⼦.痛みの世界を⻑く旅して　臨床医として疼痛治療専⾨医の視点から.第42回⽇本疼痛学会学術集会.(会⻑　特別講演）　2020年12⽉4⽇（ライブ配信）. 2020年12⽉14⽇-31⽇

（オンデマンド配信）

特別講演・
招待講演 2 川越いづみ　⽇本⿇酔科学会第67回学術集会　リフレッシャーコース　R37「気道管理のデバイスとコスト」2020-06-06

特別講演・
招待講演 3 川越いづみ 第3回気道管理学会学術集会　ambu academy for amubu scope broncho　講演。2020年1⽉18⽇　杏林⼤学

特別講演・
招待講演 4 ⽯川晴⼠, 腎臓を守れ︕ 〜腎機能低下患者と⾼リスク患者〜, 患者を守れ︕　周術期プロフェッショナルセミナー, 〜周術期合併症を減らすために〜, 東京, 2020年2⽉16⽇

特別講演・
招待講演 5 ⽯川晴⼠, 輸液反応性をいかに予測するか 〜専⾨医が知っておきたい基礎知識〜,  第31回⽇本臨床モニター学会 リフレッシャーコース, 東京, 2020年11⽉22⽇

特別講演・
招待講演 6 ⾓倉弘⾏、【教育講演】産褥出⾎に対するフィブリノゲン補充療法, ⽇本臨床⿇酔学会第40回⼤会, 島根、2020年11⽉14⽇

特別講演・
招待講演 7 ⾓倉弘⾏、【リフレッシャーコース】妊産婦の蘇⽣、第67回⽇本⿇酔科学会学術集会、神⼾、2020年6⽉16⽇

特別講演・
招待講演 8 濱岡早枝⼦、慢性疼痛患者さんの痛みと⼈⽣のために、ペインクリニシャンができること、第49回⽇本慢性疼痛学会縮⼩⼤会、東京、2020年12⽉11⽇

特別講演・
招待講演 9 ⼭⽥恵⼦, サリバンミッシェル, 磯博康,疼痛研究に疫学を取り⼊れる強みと⾯⽩さ,第42回⽇本疼痛学会,オンライン開催,2020年12⽉4⽇（ライブ配信）, 12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）

特別講演・
招待講演 10 ⽥邉豊、第49回⽇本慢性疼痛学会を開催するにあたり〜チーム医療の実践に向けて〜. 第10回東京ペインクリニック懇話会、東京、2020年1⽉31⽇

特別講演・
招待講演 11 鈴⽊博⼦, 紙⾕義孝, 藤原貴, ⾶⽥俊幸, 局⿇は混ぜるな? -仙⾻硬膜外ブロックの結果から-, 九州超⾳波⿇酔アカデミー　第１回ウェビナー「三国街道PNB研究会企画」, ⼤分　Web開催, 2020

年9⽉26⽇

特別講演・
招待講演 12 池⽥ 和隆, ⻄澤 ⼤輔, ⼤岡 静⾐, 福⽥ 謙⼀, 井関 雅⼦︓急性疼痛および慢性疼痛の個⼈差の遺伝⼦メカニズム(教育講演).第42回⽇本疼痛学会.２０２０年12⽉4⽇（ライブ配信）.

2020年12⽉14⽇-31⽇（オンデマンド配信）

特別講演・
招待講演 13 岡⽥尚⼦．産後過多出⾎を理解して対策を⽴てる︔ リフレッシャーコース、⽇本⿇酔科学会　第67回学術集会、web開催、2020年7⽉1⽇〜8⽉31⽇

特別講演・
招待講演 14 尾前毅，POC⽌⾎モニタを活⽤した⼼臓⾎管⼿術時の⽌⾎戦略－Fib Carの活⽤を中⼼に－，⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会第25回学術⼤会　イブニングセミナー2，Web開催，2020年9⽉20⽇-

11⽉14⽇
特別講演・
招待講演 15 尾前毅，ＴＥＥセミナー，ＳＡＭ論，⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会第25回学術⼤会　ワークショップ，Web開催，2020年9⽉20⽇-11⽉14⽇

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国

その他
（広報活動を含む）

1 井関雅⼦　名医が教える⽇本⼈の病気の最新治療VOL101. 帯状疱疹①原因と症状. 週間朝⽇. 2020.7.24.128-129．

その他
（広報活動を含む）

2 井関雅⼦　名医が教える⽇本⼈の病気の最新治療VOL103. 帯状疱疹③帯状疱疹後神経痛. 週間朝⽇. 2020.８．７.58-59．



その他
（広報活動を含む）

3 井関雅⼦　きょうのセカンドオピニオン.Q＆A帯状疱疹で痛み続く. 毎⽇新聞. 2020.8.26.

その他
（広報活動を含む）

4 ⼭⼝敬介　「神経障害性疼痛治療の現状と今後の展望」　Pain Live Web Seminar　第⼀三共（株）主催　2020.2.4

その他
（広報活動を含む）

5 ⼭⼝敬介　⽇本⿇酔科学会代議員就任

その他
（広報活動を含む）

6 ⼭⼝敬介　⽇本疼痛学会評議員就任

その他
（広報活動を含む）

7 川越いづみ. 気道管理学会　評議員 2020/1-　（第4回第5回学術集会⼤会⻑）

その他
（広報活動を含む）

8 川越いづみ. EACTA（欧州胸部⿇酔学会）Thoracic subspeciality member  2020/11-(再任)

その他
（広報活動を含む）

9 川越いづみ. ESAIC(旧ESA　欧州⿇酔学会)　Thoraic instractor 2020/1-

その他
（広報活動を含む）

10 川越いづみ. PROTHOR (肺保護⽚肺換気・国際研究)National coodinator（2020/12-）

その他
（広報活動を含む）

11 川越いづみ. ⽇本臨床⿇酔学会　教育インストラクター（神経ブロック）就任　（2020/10/1ー）

その他
（広報活動を含む）

12 川越いづみ. ⽇本⿇酔科学会代議員（継続再選）

その他
（広報活動を含む）

13 川越いづみ. 第40回ー第41回⽇本臨床⿇酔学会呼吸プログラム委員（⻑）(41回は2020/３ー )

その他
（広報活動を含む）

14 川越いづみ. 第69回⽇本⿇酔科学会呼吸WGプログラム委員（2020/12-）

その他
（広報活動を含む）

15 佐藤⼤三. 質疑応答　⿇酔維持中の引き継ぎチェックリストについて 臨床⿇酔2020; 44: 1475-1476

その他
（広報活動を含む）

16 佐藤⼤三. Editorial  対外式膜型⼈⼯肺と体位変換 ⼈⼯呼吸2020; 37: 1-1

その他
（広報活動を含む）

17 ⽔野 樹、宮⾕内愛⼦．ストレスによる肌荒れの原因と予防・改善策．Tabito、2020︔2020(1)︓1

その他
（広報活動を含む）

18 ⽔野 樹、花岡⼀雄．⽂献抄訳．Takechui K, Kitamura S, Shimizu I, et al. Lower limb perfusion during robotic-assisted laparoscopic radical prostatectomy evaluated
by near-infrared spectroscopy: an observational prospective study. BMC Anesthesiol.18:114,2018.ペインクリニック、2020︔ 41(2)︓259

その他
（広報活動を含む）

19 ⽔野 樹、宮⾕内愛⼦．デスクワークにおける座り⽅に起因する腰痛．Tabito、 2020︔2020(3)︓1

その他
（広報活動を含む）

20 ⽔野 樹、宮⾕内愛⼦．正しい体温の測定法．Tabito、2020︔2020(5)︓1

その他
（広報活動を含む）

21 ⽔野 樹、宮⾕内愛⼦．夏バテを乗り切る⾷事．Tabito、2020︔2020(7)︓2



その他
（広報活動を含む）

22 ⽔野 樹、宮⾕内愛⼦．⼼肺蘇⽣（胸⾻圧迫と⼈⼯呼吸）とAED（⾃動体外式除細動器）を⽤いた除細動．Tabito、2020︔2020(9)︓3

その他
（広報活動を含む）

23 ⽔野 樹．第54回⼤会受賞者報告、第3回川柳⼤賞受賞作品、⼊賞、痛み治療　微笑むゆとりと　家族愛．⼀般社団法⼈⽇本ペインクリニック学会発⾏、⽇本ペインクリニック学会NEWS
LETTER、第9号、2020年10⽉25⽇

その他
（広報活動を含む）

24 ⽔野 樹．⽇本ペインクリニック学会第54回⼤会広報委員会企画第３回川柳⼤賞⼊賞を受賞して．順天堂だより、 2020︔313︓78-79

その他
（広報活動を含む）

25 ⽔野 樹、宮⾕内愛⼦、⼤⾼聡⼠、⼾井⽥健介、永井将⼈．冬の低温乾燥と⾵邪対策．Tabito、 2020︔2020(11)︓2

その他
（広報活動を含む）

26 ⽔野 樹．乳腺腫瘍学講座からの⿇酔依頼． 2020年12⽉16⽇（⽔）．2020年末乳腺腫瘍学講座オンライン懇話会．斎藤光江（順天堂⼤学医学部乳腺腫瘍学講座教授）、Web開催

その他
（広報活動を含む）

27 ⽔野 樹．厚⽣労働省科学研究がん対策推進総合研究事業「⾼齢者がん診療指針策定に必要な基盤整備に関する研究」「プレフレイル⾼齢⼤腸がん患者のための臨床的提⾔」作成委員会外科治
療ワーキンググループ構成員就任

その他
（広報活動を含む）

28 ⽔野 樹．⽇本ペインクリニック学会疼痛治療における禁煙を考えるワーキンググループサテライトメンバー就任

その他
（広報活動を含む）

29 ⽔野 樹．⽇本蘇⽣学会理事就任

その他
（広報活動を含む）

30 ⽔野 樹．⽇本蘇⽣学会指導医認定委員会委員⻑就任

その他
（広報活動を含む）

31 Y Sugasawa. IARS Mentored Research Award 2020, Structural basis of lipid and anesthetic action on TMEM16 scramblases. International Anesthesia Research
Society, Sep 19, 2020.

その他
（広報活動を含む）

32
Hisako Okada. PodCast Japanese Translation. Anesthesiology. July 2020.
https://hwcdn.libsyn.com/p/a/3/1/a310b52a4dabaa44/July_2020_Japanese.mp3?c_id=75874502&cs_id=75874502&expiration=1615107706&hwt=e296f59ada
5a5a8e802fecf2c0facfc2
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